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学 　校　 評　 価

実施日　平成３１年２月２１日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策 評価委員からの意見・要望・評価等

1

①生徒指導・人権教
育の充実
②学校行事・部活動
の充実
③地域、関係機関と
の連携

○挨拶、清掃活動、頭髪・服
装等の基本的生活習慣に係わ
る指導の徹底。
○「生徒指導から進路指導」
「授業規律の確立」をテーマ
に、授業姿勢に対する指導。
○部活動、学校行事への積極
的参加の奨励。
○問題行動の未然防止、天災
に備え、地域・各関係機関と
の連携の強化。

Ｂ

○学校生活や授業に取り組む
姿勢については継続して指導
が必要であるが、生徒だけの
努力ではなく教員が自己研鑽
し、生徒に対して模範を示し
ていく。
○校則に基づいた指導は継続
していくが、それだけではな
く生徒が主体的に学習や部活
動に取り組めるよう生徒指導
を工夫していく必要がある。

・教師の目が行き届いた、少人数できめ細
かな指導がなされている。

・本校の特徴である、生徒を前面に出して
行事を行っていることは、達成感・効力感
の向上となり、もっとPRしても良い。

・公立校では部活動のガイドラインが示さ
れている。文武両道を推進するにあたり、
国際学院としての部活動の指針を示し、文
字通り実践していくことが重要である。

2

①進路実績の向上
②キャリア教育の推
進

〇進路計画を配布し定期的に
進路希望調査を行うことで、
進路活動の見通しを持たせ
る。
○各学年主任と連携。
○センター試験出願指導の見
直し。
○コース制の状況に合わせた
進路指導の実施。
○生徒・保護者向けの説明会
や進路行事の定期的開催。
○大学入試改革への対応。

Ｂ

○現２年生の進路希望調査で
は、進学希望先の未定の割合
が例年以上に多い。担任や教
科担当の面談を適宜行いなが
ら、合格実績を上げる努力が
必要である。また、今後も大
学入試改革への対策（思考
力・表現力の強化、英語４技
能への対応、ポートフォリオ
など）を継続的に続けていく
必要がある。

・大学入試改革に対する取り組みや受験指
導について、「いつ、何を、どのように」
ということを、これまで以上に保護者に分
かりやすく提示していく必要がある。そう
することで、本人や保護者もそれに沿った
確認・準備ができ、更なる実績にもつなが
る。
・卒業時の生徒の姿がわかるとよい。個々
の生徒が何を目指し、どうなっていったの
か。難しい面もあるが、その際、学力だけ
ではなく、人間性も示せることが大切であ
る。

3

①授業力向上
②質の高い広報媒体
の制作と展開
③志願者数の増加

〇相互授業見学・研究協議
会、授業アンケートの実施。
○ＨＰ、学校紹介ビデオのリ
ニューアル。
○パンフレット・ポスターの
新規デザイン。
○小学5、6年生対象プレテス
トの実施。
〇全員体制での計画的な広報
募集活動。

Ｂ

○授業改善を継続し、魅力あ
る授業の展開を追求してい
く。
○ＨＰリニューアルとパンフ
レット・ポスターの新デザイ
ンによる広報効果の検証を進
めていく。
〇中学校、塾訪問を増やし更
なる、関係強化を図ることで
来校者、入試相談者を増や
す。

・授業力向上について、目標を掲げ取り組
んでいることは素晴らしく、また、授業ア
ンケートの結果が前・後期で改善が見られ
ることも良い傾向である。

・パンフレットやホームページのリニュー
アルは、周囲から好評を得ている印象を受
ける。引き続き積極的な広報活動から、志
願者増につながることを期待する。

4

①英語教育の充実
②継続的な学校間交
流
③ＥＳＤ（国際理解
教育）の推進

○英語を学ぶ機会の充実（英
検、ＧＴＥＣ、英単語グランプリ）・
KOKUSAI Method（英検Ｗｅｅｋ）・
入学前教育の取り組み。
○国際理解を深める機会の充実
（ＩＦＷ（International Friendship
Week）・異文化学習会・異国料理
学習会・留学生の受入・海外生
徒との交流・古着回収運動）。
○ＥＳＤに関する講演や説明会
の実施。

Ａ

○学年・教科の分担見直しを
図りながらKOKUSAI Methodに
よる着実な学力向上をさらに
推進していく。
○SDGs（国連の掲げた持続可
能な開発目標）の理解を深
め、教育活動に反映させる。
○継続的に生徒や教職員に
ESD・SDGsに関連した研修を行
う。

・英検取得については、具体的に数値目標
を掲げ、評価が明確かつ、どのように取り
組んでいるか可視化していくと良い。

・ユネスコスクールの交流に加え、国連グ
ローバル・コンパクト加入、SDGｓの取り
組みと、これまで以上に増々、世界とのつ
ながりを意識した活動が広がっている。海
外との積極的な交流がもたらす好影響に期
待したい。

概ね達成(６割以上)

評価項目の達成状況

変化の兆し(４割以上)

◯重点目標として「挨拶」「身だ
しなみ」「聞く姿勢」「けじめあ
る行動」を意識させた学校生活と
授業規律の展開を図っている。
○文武両道を目指した部活動への
参加と生徒主体の学校行事を推進
しているが、いかにして多くの
「達成感」を与えることができる
かが課題である。
○地域連携事業により社会とつな
がる場を推進する。

現状と課題

ほぼ達成(８割以上)

※学校評価実施日とは、学校評価委員会
　を開催し、学校自己評価を踏まえて
　評価を受けた日とする。

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標 年 度 評 価（ 　２月１５日 現在 ）

達
成
度

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

①英検準１級所有者1名、2級所有者
28名、準2級所有者107名、GTEC500
点以上の生徒数43名となった。（Ｂ）
②ＩＦＷにはイタリア・ホンコンに代表生
徒を派遣し、ホンコンのポスターセッ
ションでは最優秀賞を受賞した。（Ａ）
③学校法人として国連グローバル・コ
ンパクトに加入した。（A）
③モンゴル料理学習会を実施し、五峯
祭で販売することができた。（Ａ）

○全生徒が伸びたと実感できる授
業の確立に向け、教員研修の強化
から日々の実践力向上を目指す。
○中学校、高等学校の入学者確保
と女子志願者数の増加を図る。
○学校ブランドの効果的発信に向
け、広報媒体の全面的見直しを推
進する。

　出席者　学校評価委員　　　４名
　　　　　事務局(教職員)　１４名

○進路実績を向上させるために
は、一般入試を受験する生徒を増
加させつつ、推薦入試をどのよう
に活用させるかが課題である。ま
た現状の学力で入ることができる
上級学校を探す傾向にあり、志望
校のレベルを下げない指導を行っ
ていく必要がある。
○生徒・保護者の意識を高めるた
めに、資料配布や説明会などを計
画的かつ継続的に実施し、キャリ
ア教育を推進していく。

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

○授業アンケートにおいて生
徒の意欲が上がった。
○ＨＰの更新頻度と適切な情
報提供ができた。
○学校説明会、個別相談会が
充実することで参加者の満足
度が上がった。
○校内外での積極的な募集活
動によって志願者が増加し
た。

○四年制大学の進学率・難関
有名大学への合格者数・国際
学院埼玉短期大学への進学者
数が増加した。
○各学年主任と情報共有し、
指導に当たることができた。
○受験に向けて、全体で取り
組む姿勢が見られた。
○コースの特性に応じた進路
指導を行うことができた。
〇進路行事を的確に実施する
ことができた。

①授業力を向上する必要性・重要
性についての理解が浸透しつつあ
る。（Ｂ）
②ＨＰ、パンフレット・ポスター
の新規リニューアルを実施し、ド
ローンによる撮影動画の活用等、
ネット媒体を積極的に利用でき
た。（Ａ）
③4年連続、高校志願者数1600名超
となったが、今年は1700名に届か
ず。中学志願者数は前年比60％の
増加となった。（Ｂ）

○挨拶、身だしなみに対する
意識が向上した。
○チャイム授業等、主体的な
学びができた。
○部活動の加入率および参
加・実績が向上した。また、
生徒主体での行事運営ができ
た。
○日常的に学校開放、防火防
災訓練、問題行動の未然防止
に取り組めた。

方策の評価指標

○昨年度日本初となるＩＦＷの開
催で培った海外学校との交流を継
続的に行っていけるかがＥＳＤ教
育のさらなる充実のため必要であ
る。一方、ＥＳＤ自体への理解が
不十分なまま学校行事の一つとし
て取り組まれてしまう場面があ
り、課題として残る。

①四年制大学への進学希望率は現
在73.2％で昨年度の進学率
(63.8％)より高い。入学定員の厳
格化など今年度も厳しい入試が予
想されるので、引き続き指導を継
続していきたい。（Ｂ）
①現時点で、明治・法政・東京女
子・成蹊大学などの合格実績が出
ている。（Ｂ）
②20期生においてライフプランの
外部評価を初めて実施したが、概
ね評価が高かった。（Ａ）

平 成 30年 度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 国際学院中学校高等学校 ）

目指す学校像 建学の精神「誠実・研鑽・慈愛・信頼・和睦」を身に付けた人材の育成

重　点　目　標

１　豊かな人格形成（人づくり教育）
２　確かな進学指導
３　選ばれる学校づくり
４　国際理解教育（ユネスコスクールとして）の推進

○各種検定試験の上位級受検
者、合格者の増加につながっ
た。
○生徒が主体となるＩＦＷの実施
ができた。
○学習会や交流に向け目的やＥ
ＳＤへの理解を促し、意欲を高め
ることができた。
○ユネスコスクールの理念やＥＳ
Ｄについて理解を深めることがで
きた。

不十分(４割未満)

①学校生活でリーダーシップを発
揮する生徒が増え、主体的行動の
印象が強くなった。（Ｂ）
②部活動において、全国大会への
出場等で実績を残し、各部の活躍
が目立ち始めた。（Ａ）
③開放講座や小中高連携授業など
に生徒が積極的に関わることがで
きた。（Ａ）
③日本テレビ「みんなのドラマ」
を導入し、コミュニケーション能
力を高めた。（Ｂ）


